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ゾンデルホフ＆アインゼル法律特許事務所の前身となる「クロス、ヒース＆フォークト」は明治
43 年（1910 年）、当時 32 歳の若き法律家であったカール・フォークト博士（日本で弁理士登録）、
英国人弁護士のチャールズ・ネビル・クロス氏（日本で弁理士登録）とオーストラリア人弁護士の
ギルバート・オクタビウス・ヒース氏によって横浜で設立されました。外国人によって設立され、
今日も現存する事務所としては日本で最古の法律特許事務所であります。当時はドイツを含む欧米
より日本への投資が盛んに行われた時期であり、それと関連した法律問題も数多く発生していたこ
とが設立の背景にあることは言うまでもありません。欧州企業の日本の子会社の設立に始まり、そ
の設立後生ずる様々な法律問題、例えば、契約、知的財産、労働、税務など、全てについて対応を
迫られたようであります。この歴史的背景が、今日ゾンデルホフ＆アインゼル法律特許事務所のビ
ジネスモデルの原型として誕生した専門家集団としての礎を築いたことは容易に想像ができます。

 その後、第一次世界大戦において日本は、日英同盟のもと、当時ドイツの植民地であった中国
の青島をめぐり戦争状態となり、創業者の一人であったフォークト博士も青島に招聘されます。青
島陥落の後、熊本、久留米の捕虜収容所を経て解放後、また横浜で事務所を再開させます。捕虜収
容所では、当時久留米収容所の所長であった、一説には後の二二六事件の首謀者とされている真崎甚三郎氏のドイツ人将校殴打事
件において、日本語及び日本文化にも精通していたフォークト博士が真崎氏とドイツ人将校の間を取り持ち、和解させたという逸
話もございます。さらに久留米の収容所では、有名な四国の坂東におけるベートーヴェンの第九の初演に数日遅れてフォークト博
士も第九を指揮した記録が残っております。
横浜の事務所は 1923 年の関東大震災の際に焼失するものの、現在の丸の内の事務所の受付には当時事務所にあって焼失を唯一
まぬがれた鉄の金庫が展示されております。フォークト博士は晩年、大磯の近くにある二宮（これはお正月の大学駅伝で通る場所
としても有名）の海岸に邸宅を構え、そこで静かな余生を過ごし、1960 年に亡くなりました。邸宅は現存しませんが、現在事務
所の代表弁理士を務めるフェリックス・アインゼルも子供のころ、東京ドイツ学園のコーラス部に所属していた際、週末フォーク
ト邸の居間で練習を重ねていたことを今日まで鮮明に覚えております。
1927 年にはハンブルクの銀行で支配人を務めていたドイツ人弁護士のローランド・ゾンデルホフ博士を迎え入れ（日本で弁護
士登録）、さらには 1956 年にドイツ人弁護士のラインハルト・アインゼル氏（現在の代表弁理士のフェリックス氏の父）が入所、
1965 年に米国統治下にあった沖縄で外国人弁護士として登録され、1972 年の沖縄本土復帰に伴い日本での弁護士登録（準会員）
が認められました。

現在では、東京駅の丸の内側の北口前のオアゾに事務所を構え、中国北京及びドイ
ツのハンブルク事務所とともに、当初、ドイツと日本の架け橋としてスタートさせた
事業は今日、日本、欧州、中国の架け橋にまで発展してまいりました。それぞれの事
務所においては様々な言語が飛び交い、事務所はコロナ禍の世界で保護主義が台頭す
る中、「多文化主義なくして我々に過去も未来もない」を自身の DNAと信じ、これ
を 111 年間実行し続けてまいりました。今日ゾンデルホフ＆アインゼル法律特許事
務所が１世紀以上も現存し続けていることを考えると、この考え方は決して間違って
いなかったとの強い自負がございます。

そして、次の 100 年を乗り切るためには今後、この DNAに賛同してくださる若者
の存在が必要不可

欠です。ドイツ語やドイツ文化に毎日触れながら仕事のできる環
境に身を置ける喜びを我々は日々感じながら仕事をしておりま
す。当事務所は、日本において弁護士・弁理士資格を取得する意
欲のある若者を常に募集しており、次の 100 年を担える人材に
出会えることを楽しみにしております。特に当事務所のハンブル
ク・オフィスは、ハンブルクがドイツで最も国際的で開かれた都
市であることを念頭に置いたからこそ当事務所の欧州オフィス
の場所として相応しいと考えた次第です。当事務所に在籍しなが
ら弁護士や弁理士資格を取得し、ハンブルク・オフィスで研修、
赴任する機会をみなさんの努力で是非つかみ取ってください。
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軍服姿のフォークト博士。なお、博士
は日独協会創立時の会員。

左：北京事務所（写真右端）　右：ハンブルク事務所が設立当初入居していたビル




